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が
誕
生
し
ま
す
。
明
治
30
年
の
道
内
人

口
は
79
万
人
で
し
た
が
、
昭
和
２
年
に

は
247
万
人
と
約
３
倍
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
新
十
津
川
を
含
む
多
く
の
道
内

農
業
地
域
は
昭
和
30
年
を
ピ
ー
ク
に
人

口
減
少
に
直
面
し
ま
す
。
こ
の
急
激
な

変
動
に
着
目
し
つ
つ
、
郷
土
史
研
究
会

は
各
種
調
査
と
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
埋
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
、
記

録
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

・
昭
和
30
年
代
を
中
心
と
し
た
、
生
活

様
式
や
文
化
様
式
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
し
、
当
時
の
写
真
と
共
に
記

録
す
る
。

・
石
狩
川
の
河
川
改
修
に
よ
っ
て
、
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
花
月
地
区
の

地
図
作
成

・
徴
兵
に
よ
っ
て
新
十
津
川
か
ら
旭
川
、

満
州
、
台
湾
と
渡
り
歩
い
た
兵
士
の

足
跡
調
査

・
戦
後
開
拓
の
内
容
調
査

・
小
中
学
校
で
の
語
り
部

■
団
体
概
要

　
新
十
津
川
町
史
の
作
成
の
中
で
、
調

査
と
研
究
の
必
要
が
生
じ
て
き
た
た
め
、

昭
和
39
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
活
動

休
止
を
経
て
、
昭
和
54
年
に
活
動
を
再

開
し
、
現
在
会
員
６
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。

■
道
史
と
町
史

　
北
海
道
の
歴
史
が
、
大
き
く
動
き
出

す
の
は
明
治
の
開
拓
期
以
降
で
す
。
こ

の
動
き
の
中
で
明
治
23
年
に
新
十
津
川

■
会
員
か
ら
一
言

・
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
、
楽
し
く
語

り
合
っ
て
い
ま
す
。

・
当
た
り
前
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
、
現
在
か
ら
見
る
と
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
調
べ

る
こ
と
が
面
白
い
で
す
。

・
役
場
に
入
っ
た
時
に
作
成
し
た
花
月

地
区
の
地
図
を
も
う
一
度
、
聞
き
取

り
調
査
を
し
て
作
り
直
し
ま
し
た
。

石
狩
川
の
河
川
改
修
は
、
大
き
な
影

響
を
残
し
ま
し
た
。

・
新
十
津
川
出
身
の
兵
士
の
足
跡
調
査

で
台
湾
高
雄
を
訪
問
し
た
際
に
は
、

郷
土
史
が
世
界
史
に
つ
な
が
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

■
会
員
募
集

　
郷
土
史
研
究
会
は
、
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
１
０
０
０
円

活
動
日
時　
随
時

活
動
場
所　
ゆ
め
り
あ

会
長　
佐
川　
純

　新十津川町文化協会に加盟する団
体を紹介します。
　今月号は郷土史研究会です。最後
の紹介団体になります。

文化団体紹介
郷
土
史
研
究
会
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